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市
長
に
就
任
以
来
、
変
わ
ら
な

い
原
点
は
「
対
話
を
重
視
し
た
市

民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。
特
に
次
の
課
題
解
決
を
最
優

先
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
人
口
が
急
増
し
て
い
る
中
で
、

幼
児
教
育
・
学
校
教
育
・
社
会
教

育
の
環
境
整
備
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と

②
基
金
運
用
や
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
財
源
確
保

③
産
官
学
の
連
携
に
よ
っ
て
自
然

環
境
、
農
水
産
業
、
仕
事
創
生
、

商
工
業
、
観
光
な
ど
に
資
す
る
財

産
と
人
材
を
つ
な
ぐ
こ
と
。

　
就
任
２
年
目
の
昨
年
度
は
、
市

の
価
値
向
上
に
役
立
つ
と
思
わ
れ

る
行
事
に
出
向
き
、
福
津
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
ま
た
地
域
商
社
の
設

立
、
津
屋
崎
千
軒
の
魅
力
促
進
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
な
ど
は
、
国

の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
優

先
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
３
つ
目
の
柱
に
掲
げ
た
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

地
域
商
社
「
福
津
い
い
ざ
い
」
事
業

　
地
域
商
社
の
一
般
社
団
法
人
福

津
い
い
ざ
い
は
、
福
津
の
魅
力
発

信
と
農
水
産
物
を
生
か
し
た
経
済

の
好
循
環
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
福
津
い
い
ざ
い
の
社
員
会

の
一
員
で
も
あ
り
ま
す
。
福
津
い

い
ざ
い
を
通
し
て
、
直
販
所
の
連

携
強
化
や
市
内
産
品
の
販
路
拡
大
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
を
推

進
し
ま
す
。

観
光
基
本
計
画
の
策
定
と

観
光
協
会
の
機
能
強
化
支
援

　
観
光
振
興
は
雇
用
や
活
力
を
生

み
出
し
、
経
済
力
も
高
め
、
ひ
い

て
は
市
民
の
福
祉
、
教
育
施
策
に

役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
観
光
産
業

に
対
す
る
理
解
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
市
の
観
光
の
潜
在
的
な
可

能
性
を
と
も
に
学
ぶ
機
会
を
設
け

ま
す
。

　
ま
た
ふ
く
つ
観
光
協
会
の
自
立

を
促
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強

化
や
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
通

じ
て
、
市
の
観
光
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
に
、
機
能
強
化
を
支
援
し

ま
す
。

商
工
業
活
性
化
と
事
業
所
の
誘
致

　
市
商
工
会
で
は
「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
市
内
小

規
模
事
業
者
の
経
営
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
も
商
工
業
活

性
化
の
た
め
の
条
例
制
定
に
向
け

た
調
査
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
遠

隔
で
も
働
け
る
事
業
所
や
事
務
所

の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

農
水
産
業
の
活
性
化

　
農
業
で
は
、
関
係
団
体
と
連
携

し
、
農
地
集
積
化
と
集
約
化
、
担

い
手
や
新
規
就
農
者
の
育
成
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
基
盤
整

備
の
働
き
か
け
を
進
め
ま
す
。

　
漁
業
で
は
、
魚
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
行
う
福
津
い
い
ざ
い
と
連
携

し
、
水
産
物
の
商
品
開
発
な
ど
、

漁
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

福
祉
施
策
の
取
組

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
市
民
主

体
の
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
生
活
困
窮
者
施
策
で
は
、
生

活
保
護
に
至
る
前
段
階
の
人
に
対

し
、
生
活
面
で
の
困
り
事
や
悩
み

の
相
談
対
応
や
助
言
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
と
の
連
携
、
就
労
希

望
者
へ
の
職
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的
な

支
援
を
行
い
ま
す
。
障
が
い
者
施

策
で
は
、
障
が
い
の
種
類
に
か
か

わ
ら
ず
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
実
施
し
ま
す
。

さ
さ
え
合
い
協
議
体
の

さ
ら
な
る
展
開

　
高
齢
者
や
認
知
症
の
人
、
交
通

弱
者
な
ど
、
誰
も
が
住
み
や
す
い

ま
ち
に
な
る
よ
う
、
外
出
支
援
や

居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
支
え
合
い

の
仕
組
み
の
充
実
に
力
を
入
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
「
さ
さ
え
合
い

協
議
体
」
を
今
年
度
も
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
進
め
、
郷
づ

く
り
推
進
協
議
会
と
も
情
報
共

有
、
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

東
福
間
駅
周
辺
地
域
の

に
ぎ
わ
い
再
生

　
人
口
が
減
っ
て
い
る
東
福
間
駅

周
辺
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と

団
地
の
再
生
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
取
り
組
み
を
継
続

し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
交
通
体
系
の
整
備

　
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網

の
形
成
を
目
的
に
「
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
、
公

共
交
通
機
関
同
士
の
役
割
分
担
の

明
確
化
と
連
携
強
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
計
画
に
お
け
る
役
割
に

応
じ
て
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た

交
通
形
態
を
検
討
し
、
ふ
く
つ
ミ

ニ
バ
ス
の
路
線
な
ど
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

市
内
の
生
物
多
様
性
の

現
状
把
握
と
課
題
整
理

　
市
内
の
自
然
豊
か
な
生
物
多
様

性
を
保
全
す
る
た
め
に
「
第
2
次

環
境
基
本
計
画
」
の
「
生
物
多
様

性
ふ
く
つ
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
た
、

生
育
・
生
息
状
況
の
調
査
と
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の

上
で
、
具
体
的
な
保
全
活
動
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

久
末
ダ
ム
の
保
全

　
久
末
ダ
ム
は
水
道
事
業
と
し
て

の
役
割
を
終
え
て
、
宗
像
地
区
事

務
組
合
か
ら
返
還
さ
れ
ま
す
。
市

は
こ
れ
を
保
全
し
、
そ
の
活
用
を

検
討
し
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設
の
整
備

　
こ
れ
ま
で
宗
像
地
区
事
務
組
合

の
事
業
と
し
て
、
し
尿
と
浄
化
槽

汚
泥
の
処
理
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
施
設
が
あ
る
宗
像

市
の
地
元
と
の
協
定
に
よ
る
使
用

期
限
が
令
和
６
年
3
月
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
令
和

５
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
、
古
賀
市
と
の
広
域
連
携
に
よ

る
方
針
の
も
と
、
施
設
の
費
用
負

担
の
協
議
や
、
生
活
排
水
処
理
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。

防
災
事
業
の
充
実

　
災
害
備
蓄
品
の
う
ち
、
賞
味
期

限
が
あ
る
食
料
や
飲
料
水
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
補
充
し
ま

す
。
３
月
に
策
定
し
た
「
福
津
市

総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
常
時
閲
覧
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
す
。
ま
た
「
地
域
防
災

推
進
員
（
仮
称
）
」
を
養
成
す
る

取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

特集  市政運営の指針と予算

市政運営の指針
　３月定例議会で、原﨑智仁市長
が平成31年4月1日から令和２年
３月31日までの「平成31年度市政
運営の指針」を示しました。
今回はその概要を紹介します。
なお全文は市公式ホームページに
掲載します。
※今号では、平成31年4月1日から令和２年３月31
日までの年度を「平成31年度」と表記します

平成31年度
２
つ
目
の
柱

暮
ら
し
や
す
い
福
津
の
推
進

１
つ
目
の
柱

新
し
い
福
津
の
推
進

は
じ
め
に

は
じ
め
に議会活動効率化へ

タブレット型端末を導入
　市議会の資料を電子化して
議場などで使います。紙媒体
の依存度や準備の負担を減ら
し、議会活動の効率化と事務コ
ストの削減を図ります。また議
員間の連絡調整やスケジュー
ルの共有化、災害時の状況確
認などにも活用する予定です。

今年度の主な事業

ふるさと納税による
市内経済の活性化
　ふるさと納税を利用して、全
国から寄附金を募り、寄附者
の希望をもとに市の事業に充
て、まちづくりに生かしていき
ます。また返礼品となる福津
産品のＰＲと返礼品事業者の
所得向上を図り、市内経済の
好循環を図ります。

今年度の主な事業

▲４月にリニューアルオープンした魚センター

▲毎月行っているささえ合い協議体

▲運用開始したスマホサイト「防災すまっぽん！」

▲周辺の住宅開発に伴い開設された東福間駅

▲市内の里山環境を守る里山みまもり隊の活動



子
育
て
支
援
の
取
組

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
が
で
き

る
窓
口
の
充
実
を
図
り
、
発
達
支

援
事
業
や
障
が
い
児
通
所
支
援
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」の
設
置
に
向
け
た
取
組

　
来
年
度
の
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
開
設
に
向
け
て
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り

必
要
な
情
報
や
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
提
供
す
る
仕
組
み
を
作
り

ま
す
。

学
校
教
育
施
設
基
本
構
想
の
策
定

　
児
童
生
徒
数
の
増
加
対
策
と
し

て
、
中
長
期
的
視
点
で
学
校
教
育

施
設
に
か
か
る
基
本
構
想
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
有
施

設
の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

市
全
体
の
学
校
教
育
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
整
備
改
修

　
児
童
生
徒
が
急
増
す
る
小
中
学

校
の
環
境
整
備
と
し
て
、
今
年
度

は
、
福
間
小
学
校
、
福
間
南
小
学

校
、
津
屋
崎
小
学
校
と
福
間
中
学

校
の
増
改
築
工
事
や
設
計
な
ど
を

行
い
ま
す
。

小
中
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
環
境
の
整
備

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
国
の
計

画
な
ど
の
方
針
の
も
と
、
教
育
の

情
報
化
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
ま
ず
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
更
新
を
行
い

ま
す
。
※
I
C
T
と
は
情
報
通
信
技

術
の
こ
と

チ
ー
ム
学
校
の
推
進

　
学
校
の
課
題
に
対
応
で
き
る
専

門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
部
活
動
指
導
員
を

は
じ
め
、
各
学
校
に
特
別
支
援
教

育
支
援
員
や
地
域
学
校
協
働
活
動

推
進
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

※
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
は
教
育
と
福
祉
に
対
し
て
専
門
的

な
知
識
・
技
術
を
有
す
る
人
、
A
L
T

と
は
外
国
語
指
導
助
手
の
こ
と

子
ど
も
司
書
活
動
の
充
実

　
子
ど
も
の
読
書
環
境
を
整
え
る

取
組
と
し
て
、
家
庭
や
学
校
、
地

域
な
ど
で
読
書
活
動
推
進
の
一
翼

を
担
う
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
児
童
を
「
ふ
く
つ
子
ど
も

司
書
」
に
認
定
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
司
書
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
、
子
ど
も

司
書
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

フ
ク
ス
タ
運
営
へ
の

子
ど
も
た
ち
の
参
加

　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
フ
ク
ス
タ
は
、

中
学
生
と
高
校
生
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
フ
ク
ス
タ
倶
楽
部
が
運
営

に
参
画
し
て
い
ま
す
。
市
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
、
運
営
体
制
の

見
直
し
や
、
事
業
の
企
画
・
実
施

の
段
階
で
、
学
生
が
主
体
と
な
れ

る
よ
う
に
推
進
し
ま
す
。

高
校
生
･
大
学
生
の
地
域
活
動
へ

の
参
画
促
進

　
福
津
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

活
動
に
参
画
す
る
若
者
を
育
て
る

こ
と
こ
そ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
市

教
育
委
員
会
に
新
設
し
た
青
少
年

活
躍
推
進
の
部
署
で
は
、
中
学
生

や
高
校
生
、
大
学
生
の
リ
ー
ダ
ー

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
か
ら
手

が
け
、
主
体
的
に
活
動
で
き
る
仕

組
み
を
支
え
ま
す
。

  郷
づ
く
り
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実

　
地
域
自
治
、
住
民
自
治
の
「
郷

づ
く
り
」
は
福
津
が
誇
る
べ
き
存

在
で
す
。
一
方
で
市
に
は
、
常
に

改
善
を
目
指
し
、
課
題
解
決
の
た

め
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
勢

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
何
よ
り
、

私
の
姿
勢
や
具
体
的
動
き
こ
そ
が

最
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
郷
づ

く
り
や
自
治
会
の
大
切
さ
を
盛
り

込
ん
だ
「
み
ん
な
で
す
す
め
る
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
、
郷
づ

く
り
推
進
協
議
会
や
約
１
０
０
あ

る
自
治
会
の
皆
さ
ん
と
対
話
し
な

が
ら
、
改
正
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

郷
育
カ
レ
ッ
ジ
の
展
開

　「
学
ぶ
ひ
と
」
か
ら
「
教
え
る
ひ

と
」
へ
と
い
う
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
原

点
を
再
認
識
し
、ま
ち
全
体
が「
ま

ち
づ
く
り
を
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
活
動

　
昨
年
度
は
、
勝
浦
地
域
と
勝
浦

小
学
校
の
協
働
の
取
組
と
、
津
屋

崎
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
の
取
組
、
神
興

東
小
学
校
P
T
A
の
取
組
が
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
の
成
長
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ

役
割
を
果
た
す
地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
員
を
配
置
し
ま
す
。

福
津
の
フ
ァ
ン
づ
く
り

　
関
係
人
口
や
定
住
人
口
を
増
や

し
、
産
官
学
な
ど
と
連
携
を
進
め

て
い
く
た
め
に
も
、
福
津
の
認
知

度
と
理
解
度
を
向
上
さ
せ
、
愛
着

を
持
っ
て
応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ

ン
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
切
り
口
で
、
福
津
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
す
。
※
関
係
人
口
と
は

地
域
に
関
わ
り
を
持
つ
人
々
の
こ
と

新
原
・
奴
山
古
墳
群
の

保
存
管
理
と
活
用

　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
の
新
原
・

奴
山
古
墳
群
が
、
将
来
に
わ
た
っ

て
、
世
界
遺
産
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
「
新
原
・
奴
山
古
墳
群
整

備
長
期
行
動
計
画
」
を
着
実
に
実

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
古
墳

群
内
の
民
有
地
の
公
有
化
、
史
跡

の
調
査
や
修
復
工
事
、
展
望
所
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
権
啓
発

　
７
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
と
12
月
の
人
権
週
間
に
あ
わ
せ

て
、
人
権
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

ポ
ス
タ
ー
と
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
部
落
差
別
解
消
推
進

法（
略
称
）の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

条
例
制
定
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

推
進
企
画
活
動
の
支
援

　
市
民
団
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
課
題
を
解
決
し
、
あ
わ
せ
て
団

体
の
自
立
を
支
援
す
る
事
業
で

す
。昨
年
度
、県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
ふ
く
つ
姉
妹
。」の
活
動
で
は
、地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
女
性

や
若
者
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た
。そ
の

実
践
を
踏
ま
え
た
さ
ら
な
る
活
動

の
展
開
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
人
口
が
増
加
し
て
い
る
市
に

と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
一
層
重
要
な

こ
と
は
、
広
域
的
視
点
を
踏
ま
え

な
が
ら
も
、
地
域
の
実
情
を
反
映

し
た
行
政
の
姿
だ
と
考
え
ま
す
。

私
自
身
が
市
内
を
歩
き
、
対
話
を

重
ね
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
子
ど
も
医
療
費
の
「
完
全

無
料
化
」
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
も
保
育
所
整

備
、
学
校
整
備
で
財
政
出
動
が
膨

れ
、
実
現
を
見
送
り
ま
し
た
。
医

療
機
関
が
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
の
他
、
児
童
虐

待
の
砦
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

財
源
確
保
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
も
協
議
し
、
実
現
に
向
け
働
き

か
け
て
い
く
所
存
で
す
。

３
つ
目
の
柱

子
ど
も
た
ち
へ
の
福
津
の
推
進

３
つ
目
の
柱

子
ど
も
た
ち
へ
の
福
津
の
推
進

４
つ
目
の
柱

人
が
つ
な
が
る
福
津
の
推
進

４
つ
目
の
柱

人
が
つ
な
が
る
福
津
の
推
進

最
後
に

最
後
に

▲3月に行われた福津市中学生未来会議

産後ケアによる
子育て支援
　産後、母体の心身の回復が
不十分で育児に支障をきたす
おそれがある場合や、育児に
不安や負担が強い母子を対象
に、心身のケアや育児のサポー
トを宿泊や日帰りで提供しま
す。育児の不安の解消や育児
技術の習得を支援します。

今年度の主な事業

保育所と
学童保育所の整備
　待機児童の解消に対応する
ため、認可保育所２園、小規模
保育施設１園の令和２年度内
の開園を目指します。
　また、児童が放課後などを
安全安心に過ごすことができ
る居場所としての役割もある、
学童保育所を整備します。

今年度の主な事業

▲文科大臣表彰を受けた勝浦地域学校協働本部

シティプロモーションの
強化
　市長自ら先頭に立って行う
トップセールスをはじめとし
て、インターネットや市内外の
イベント、パンフレットなど、
さまざまな媒体を活用したり、
親善大使に協力してもらったり
して福津の魅力を市外に発信
していきます。

今年度の主な事業

市民の皆さまへ
　福津での暮らしが今よりも良く
なったと実感していただくために、
また、幸せを実感していただくため
に、今打つべき施策は何なのかと
考え、今年度の予算を編成しました。
人口が増加し、元気あるまちとの
評判を得ている市ですが、だからこ
その市政運営の課題があります。
　保育所や学童保育所の新設、特
別教育支援員の拡充、少人数教育
への対応、出産後の母子の福祉
的・医療的ケア施策、猛暑に備える
市内の小中学校への冷暖房完備、
学校建設の調査など、今年度の予
算は子どもたちの育ちための施策
を重点的に行っていることが特徴
です。このために、昨年度は基金運
用やふるさと納税といった歳入確
保に特に力を入れて取り組み、その
成果を得ましたので、これをふまえ
ての予算ともなっています。
　また中央公民館内に、社会教育
団体などの事務所を開設するめど
も整いました。地域経営には温故
知新を大切に、市民の皆さまの参
画、共働の活動がどうしても必要と
考えます。その旗振り役こそが私の
使命です。
　自治会活動や地域経営にさらな
るご理解とご協力をお願いしたく、
今年度、市民の皆さまとの対話の
場へ出向く所存です。令和に変わ
る希望の時代、市民の皆さまととも
に福津の未来をつくっていきたい
と思います。よろしくお願いします。

福津市長　原﨑智仁

特集  市政運営の指針と予算

と
り
で
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特集  市政運営の指針と予算

　
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31

日
ま
で
の
年
度
ご
と
の
、
お
金
の
使

い
道
の
こ
と
を
予
算
と
呼
び
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年

３
月
31
日
ま
で
の
平
成
31
年
度
当
初

予
算
は
、
３
月
18
日
に
市
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
の
中
で
も
、
家
計
の
収
入
に

あ
た
る
も
の
を
歳
入
、
支
出
に
あ
た

る
も
の
を
歳
出
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

市
は
、
こ
の
決
め
ら
れ
た
歳
入
と
歳

出
の
予
算
に
基
づ
い
て
、
市
政
運
営

の
指
針
に
掲
げ
た
取
組
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　
市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
、
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
は
、
福
祉
、
教
育
、

衛
生
、
行
政
運
営
な
ど
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
も
の
を
ま
と
め
た
予

算
の
こ
と
で
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
国
民
健
康
保
険

税
や
介
護
保
険
料
な
ど
、
特
定
の
歳

入
が
あ
り
、
そ
の
使
い
道
が
限
定
さ

れ
て
い
る
予
算
の
こ
と
で
す
。

　
公
営
企
業
会
計
は
、
一
般
会
計
や

特
別
会
計
で
探
用
し
て
い
る
単
式
簿

記
と
異
な
り
、
民
間
企
業
と
同
じ
よ

う
に
、
複
式
簿
記
に
よ
る
会
計
方
式

で
す
。資
産
や
負
債
な
ど
、現
金
の
出

入
り
を
伴
わ
な
い
も
の
も
含
め
て
管

理
す
る
た
め
、
財
政
状
況
を
分
か
り

や
す
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
に
は
一
般
会
計
と
、
国
民
健
康

保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、

介
護
保
険
事
業
、
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
の
４
つ
の
特
別
会
計
、
公

共
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
度
の
一

般
会
計
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　
歳
入
に
は
市
独
自
で
調
達
す
る
自

主
財
源
と
、
他
か
ら
調
達
す
る
依
存

財
源
が
あ
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
中
で
、
最
も
大
き
く

占
め
る
も
の
は
市
税
で
す
。こ
れ
は

歳
入
全
体
の
29
・
９
％
を
占
め
て
い

ま
す
。市
税
に
は
市
民
税
、固
定
資
産

税
、軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
蒔
野
地
区
、
西
福
間
地
区
を
中
心

と
し
た
人
口
増
加
や
、
新
築
の
住
宅

な
ど
の
増
加
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
と

比
べ
て
個
人
市
民
税
は
４
・
４
％
、

固
定
資
産
税
は
４
・
２
％
の
増
加
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
に
は
地
方
交
付
税
や
、

国
、
県
か
ら
の
国
・
県
支
出
金
が
あ

り
ま
す
。依
存
財
源
で
最
も
大
き
く

占
め
て
い
る
の
は
地
方
交
付
税
で
、

歳
入
全
体
の
22
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
中
で
今
年
度
、
全
体
の

45
・
５
％
と
最
も
多
く
を
占
め
る
の

は
、
子
育
て
施
策
な
ど
子
ど
も
の
福

祉
や
、高
齢
者
、障
が
い
者
な
ど
の
福

祉
に
関
す
る
費
用
で
す
。そ
の
他
に

も
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
た
事
業
や
、ご
み
の
処
理
費
、ふ
く

つ
ミ
ニ
バ
ス
の
運
営
費
、
道
路
の
維

持
管
理
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
人
口
増
加
な
ど
に
伴
い
、

歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
の
増
収

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
口
増
加
に
伴
う
社
会
保
障
費
な

ど
が
、
予
想
を
大
き
く
上
回
る
伸

び
率
で
推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
改
修
や
、
待
機
児
童
対
策
な
ど

に
も
引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
運
営

が
見
込
ま
れ
て
い
る
中
で
、
今
年

度
は
必
要
性
の
高
い
事
業
を
優
先

的
に
推
進
し
、
重
点
的
に
財
源
配

分
を
行
い
ま
し
た
。

市の予算状況 　今年度の当初予算について、概要をお知らせ
します。なお、詳細は市公式ホームページに掲
載します。
問い合わせ　市財政調整課☎４３・８１１４

一般会計の予算を
市民一人当たりに計算すると
　　 ・・・約34万円

目的別
217億

2,626万1千円

高齢者、障がい者、
子どもの福祉など 
　98億8,943万
　　1千円
　　（45.5%）公立学校や幼稚園、

図書館など
26億6,941万2千円
　（12.3%）

健康増進やごみ、
し尿処理など
18億5,097万5千円
　　　　（8.5%）

道路や公園などの
維持・整備
15億5,005万1千円
　　（7.1%）

行政の運営、
借り入れ金の返済
45億5,446万7千円
　　　（21.0%）

消防、災害対策　  
7億6,512万3千円
（3.5%）

地域経済の発展 
4億4,680万2千円
（2.1%）

平成31年度

特
　別
　会
　計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期高齢 者医療事 業 特別会計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
小 計

一 　 般 　 会 　 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計
合 　 　 　 　 　 計

217億2,626万1千円
67億2,503万5千円
10億5,180万2千円
50億9,910万9千円

539万円
128億8,133万6千円

32億95万1千円
378億854万8千円

△1億3,416万6千円
3億1,931万円
6,394万5千円

8,629万円
104万7千円

4億7,059万2千円
3億7,925万9千円
7億1,568万5千円

△0.6%
5.0%
6.5%
1.7%

24.1%
3.8%

13.4%
1.9%

区　分 平成31年度 増減額 増減率
平成30年度予算と比較した

高齢者、障がい者、子どもの福祉など
152,836円

老人クラブ活動の支援、学童保育所の管理運
営など

公立学校や幼稚園、図書館など
41,254円

小学校施設の整備、教育相談、図書館の資料整
備、郷育カレッジ講座の運営など

健康増進、ごみ、し尿処理など
28,606円

ごみの収集、環境保全の対策、乳幼児の健
診など

道路や公園などの維持・整備
23,955円

市道の維持、河川の維持管理、公園の維持
管理など

消防、災害対策
11,825円

消防団の活動支援、地域防災行政無線の整
備など

地域経済の発展 
6,905円

福津の極み推進、観光基本計画の策定、活力
ある高収益型園芸産地の育成など

行政の運営、公債費
70,387円

庁舎の管理、市有土地の維持管理、市職員
の人件費など

　※人口は、平成30年12月末日時点で住民基
本台帳に登録された64,706人で計算

各会計の予算規模

一般会計の歳出

市税
64億8,782万9千円
（29.9%）

市債
8億5,950万円
（4.0%）

国、県支出金、
地方交付税など
143億7,893万2千円
（66.1%）

歳 入
217億

2,626万1千円

性質別
217億

2,626万1千円

福祉や医療
64億4,768万
6千円
（29.7%）

公共施設の
維持管理など
31億8,337万6千円
（14.6%）

市職員の
給料・手当

29億2,955万
　3千円（13.5%）

市の関連団体への
補助金
26億4,049万
7千円（12.2%）

特別会計の
歳入補填
22億3,215万
3千円（10.3%）

市債の返済
19億3,542万
5千円（8.9%）

その他
6億1,826万3千円
（2.8%）

道路や河川の改修
17億3,930万8千円
（8%）

一般会計の歳入

そ
も
そ
も

予
算
と
は

市
に
は
６
つ
の

会
計
が
あ
る

福
祉
に
関
す
る
歳
出
が

全
体
の
約
半
分

歳
入
で
は

人
口
増
加
で
市
税
が
増

人
口
増
だ
が

厳
し
い
財
政
状
況

※公共下水道事業会計の額は、収益的支出と資本的支出の合計額です




